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1 (15 点) 位数が n の完全単純グラフの辺の数は
(
n

2

)
で

あることを示せ.

2 G が n 個の頂点と p 個の連結成分を持つ単純グラフで
あれば, G が含みうる辺の最大数は

1

2
(n− p)(n− p+ 1)

であることを示せ.

3 n 個の頂点と (n− 1)(n− 2)

2
個より多い辺を持つ単純

グラフは連結であることを示せ.

4 2 つの同型な平面グラフ (頂点以外では辺が交叉しないグラフ) G1,
G2 (G1

∼= G2) で, それぞれの双対グラフ (元の辺たちで囲まれた領

域に新しい頂点を配し, それらを元の辺を跨ぐ様に新しい辺で結んだもの) が同型
とならない (G1

∗ ̸∼= G2
∗) 例を与へよ. なるべく, 次数および

位数の小さいグラフが望ましい.



5 図 1 に示されたグラフが図 2 のグラフと同型であるこ
とがわかる様に図 1 に記された頂点の番号を図 2 の上に記
せ.
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6 下図のグラフを G とする.
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(1) G の隣接行列 A を記せ.

(2) A のスペクトルを求めよ. (A の対称性を利用せよ)

7 頂点の個数が nである完全グラフ (任意の 2 点を結ぶ辺が
丁度 1 本である様なグラフ) Kn と n 個の頂点が輪の様に繋っ
てできているグラフ (輪体) Cn について, その隣接行列とグ
ラフのスペクトル (重複度を込めて) を求めよ. また, これら
のグラフが 2 部グラフになるのはどんなときか述べよ.
一般にグラフ G = (V,E) において頂点の 2 つの集合 V1, V2 ⊂ V があって,
V = V1 ∪ V2, V1 ̸= ∅, V2 ̸= ∅, V1 ∩ V2 = ∅ であり, V1 に含まれるいかなる 2
点も隣接せず, V2 に含まれるいかなる 2 点も隣接しないとする. このとき G は 2
部グラフであるという.
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